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巻 頭 言
「ザンクト・ガレン修道院附属図書館Stiftsbibliothek St.Gallenのご紹介」

一 般 教 科 　 桐 川 　 修

スイスの北東部、チューリッヒZürichから東に約80 km
のところにザンクト・ガレンSt.（=Sankt） Gallenという
名前の町があります。ザンクトというのはドイツ語で『聖
なる』（英語ではSaint）、ガレンはアイルランドのキリス
ト教修道士ガルスGallusに由来し、いかにもこの町がキ
リスト教の伝道と関係があることを示しています。町の
中心部には二つの塔を持つバロック建築の壮麗な大聖堂

（修道院教会）がそびえています。聖ガルスが7世紀にこの地に伝道のための拠点を設け、それが8
世紀に修道院に発展し、その後中世においてはヨーロッパを代表する修道院となりました。修道院
とは修道士たちが共同生活をおこないながらキリスト教の教えを守り、祈りと労働の日々を送ると

ころです。キリストの教え、つまりは聖書の教えということで、
修道士たちは聖書の書写に大いに励んでいました。当時はまだ印
刷技術は発明されておらず、書写はもっぱら修道士たちの手でお
こなわれていました。これらの書物、一般には写本と呼ばれます
が、現在でも多数残っており、附属の図書館で大切に保管されて
います。このザンクト・ガレン修道院附属図書館は、いまでは世
界有数のヨーロッパ中世写本を所蔵する図書館となっています。
図書館は一般に公開されており、だれでも見学、利用することが
できます。図書館内部は随所にバロック風の装飾がほどこされ、
とりわけバロックホールBarocksaalに足を踏み入れれば、誰もが
その美しさに驚きの声をあげるほどです。この図書館は世界で最
も美しい図書館のひとつに数えら
れており、1983年に世界文化遺産
に登録されました。

ところで、修道士たちは聖書の書写だけでなく当時の騎士階級の
間で流行していた物語（英雄叙事詩）の写本も作成しています。こ
れらも今日まで伝えられ、とりわけ古いドイツ語の研究にとって貴
重な資料を提供しています。私も2001年にはじめてこの図書館を訪
れる機会を得ました。学生時代以来、中世のドイツ語に興味を持ち、
現在でも少しずついろいろな作品を読んでいますので、バロックホー
ルの陳列ケースに入った『ニーベルンゲンの歌Das Nibelungenlied』
や『パルチヴァールParzival』の写本を見て今から1000年近く前の
修道士たちの営みに思いを馳せたのでした。みなさんもスイスへ行く機会がありましたらぜひ一度
この図書館を訪れてはいかがでしょうか。

（ ‌�ザンクト・ガレン修道院附属図書館のホームページ： http://www.stibi.ch/ ） ドイツ語だけでなく英語、フランス語、イタリア語のページもあります。

License: CC-BY-NC  – St. Gallen, Stiftsbibliothek, Cod. Sang. 857, p. 291 – The St. Gall Nibelung manuscript B with the
Nibelungenlied (The Song of the Nibelungs) and “Klage” (lament), “Parzival” and “Willehalm” by Wolfram von
Eschenbach, and Stricker’s “Karl der Grosse” (Charlemagne) (http://www.e-codices.unifr.ch/en/csg/0857/291)
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[クラス多読表彰]

クラス多読表彰は、図書館の統計に基づき、一人当たりの貸し出し冊数の多いクラスを表
彰し、これを機に学生が一層図書館を活用することを期待するものです。なお、表彰された
クラスには副賞として、希望図書の購入ができる権利を贈りました。

第１位　化学工学専攻 2 年	 （31 冊／人）
第２位　物質化学工学科 3 年	 （28 冊／人）
第３位　機械制御システムコース1年	（26 冊／人）
第４位　機械工学科 4 年	 （18 冊／人）
第５位　電子制御工学科 4 年	 （17 冊／人）
第６位　電子制御工学科 5 年	 （16 冊／人）

[個人多読表彰]	

個人多読表彰は、図書館の統計に基づき、貸し出し冊数が多い学生個人を表彰し、これを
機に学生が一層図書館を活用することを期待するものです。なお、表彰された学生には副賞
として、図書カードを贈りました。

 

[メディアコンペティション表彰]

メディアコンペティションとは、高専祭で学生の自発的な取り組みの発表を行い、来場者
のアンケートによって優秀と選ばれたグループを表彰し、これを機に活発な活動をされるこ
とを期待するものです。なお、表彰されたグループには副賞として、希望図書の購入ができ
る権利を贈りました。（15 ページ、裏表紙をご覧ください）

第1位　ロボコンプロジェクト
第2位　テキサン　レストアプロジェクト
第3位　弁当は奈良を救う
	 ～奈良県民の高専女子による
	 　　　　　　　奈良の為の弁当～

第1位 物質化学工学科1年 赤木桃果さん
第2位 電子情報工学専攻2年 奥戸嵩登さん
第3位 機械制御システムコース1年 水田航平さん
第4位 機械工学科1年 木村元哉さん
第5位 物質化学工学科3年 鄭　從真さん
第5位 機械制御システムコース1年 横田理樹さん

第7位 物質化学工学科5年 松下紗也子さん
第8位 電子制御工学科3年 紀伊隆成さん
第9位 電子制御工学科4年 吉村勘太郎さん
第10位 機械工学科4年 グレンさん
第10位 電気工学科4年 滝川裕基さん

クラス・個人多読 
メディアコンペティション表彰について
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第42回を迎えた校内読書感想文コンクールの審査結果を発表します。1年生から3年生まで合わせて今回
382編の応募がありました。情報メディア教育センター運営委員会の教員8名と一般教科の国語担当教員3名

（情報メディア教育センター運営委員兼任教員は含まず）の計11名による厳正な審査と投票を経た結果、今
回の優秀賞7名の入選を決定しました。

ここに入選者の氏名と読書感想文のタイトルを掲載し、その栄誉を称えます。

最優秀賞
	 該当作品なし　　　　　　　　　

優秀賞	 	
	 電子制御工学科1年	 本多　渉	 私の教科書
	 電子制御工学科1年	 今岡　美杜	 一人の日本人として
	 物質化学工学科1年	 𠮷田　七唯	 「コンビニ人間」から学ぶ普通ということ
	 機械工学科2年	 橋口　　司	 正義とはなにか
	 物質化学工学科2年	 栗原　悠花	 人間の滅びの美しさ
	 物質化学工学科2年	 竹本　奈菜	 世界から消えたなら
	 機械工学科３年	 末永　共助	 人が共に立ち上がるとき

また、惜しくも入選には至りませんでしたが、審査の過程で優れた評価を得た作品18編について佳作と
しました。以下に、氏名を紹介し、その努力を称えます。

佳作
	 １Ｍ	 大久保　颯真	 １Ｍ	 福田　優弥	 １Ｍ	 桂田　和香奈	 １Ｅ	 岡本　敬宏
	 １Ｅ	 樹下　倭奈乃	 １Ｉ	 河合　智樹	 １Ｉ	 谷　双瑠	 １Ｃ	 小西　鈴菜
	 １Ｃ	 音成　岬
	 ２Ｍ	 板垣　壮流	 ２Ｅ	 上谷　仁亮	 ２Ｅ	 河村　歩実	 ２Ｅ	 中久保　拓海
	 ２Ｓ	 新谷　大輝	 ２Ｓ	 松村　竜之介	 ２Ｉ	 上野　達也	 ２Ｉ	 川西　恭平
	 ２Ｃ	 大西　夢　

それでは以下、講評です。
まず、個々の入選作品について感想を述べましょう。
3Mの末永さんは江島周『災神』を読んで、「人と人とのつながりの温もり、そして、その大切さを学ぶこ

とができた」と言います。「悲劇の記憶は、関係者以外忘れてしまうものなのかもしれない」けれども、「ど
こかで苦しみ、闘い、そして乗り越えようとしている人々が、今もいることを」記憶に留めること、それが
感想文のタイトルにある「共に立ち上がる」ことだと説きます。骨太で力強い感想文だと思いました。

2Mの橋口さんの作品は、森村誠一『正義の証明』の感想文です。本書に登場する「私刑人」という存在か
ら、「今の時代SNSを使えば、誰でも『私刑人』になれる」と敷衍する視点は、非常にユニークだと思いま

情報メディア教育センター運営委員会

読書感想文コンクールを終えて
平成 29 年度 
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す。また、「個人の正義で行動するのではなく、分別を考えて行動するべきだ」という結びの一文にも共感で
きます。ただし、「正義とはなにか」というタイトルなので、「正義」についての定義が本文中にあったら更
によかったと思いました。

2Cの栗原さんは、太宰治『斜陽』について書いてくれました。登場人物「かず子、かず子の母、直治、上
原」の4人は「どれも美しく滅んでいった」と結び、感想文のタイトルである「人間の滅びの美しさ」を読み
取っています。いちおう日本近代文学の研究を専門とし、太宰について少々かじった立場から申しても、本
作に「滅びの美学」を読み取るのは妥当であろうと思います。なお、同じようなテーマを持った作品として、
中編小説『右大臣実朝』を推したいと思います。ティーンエイジャーのみなさんにぜひ読んでいただきたい
作品です。

同じく2Cの竹本さんは、川村元気『世界から猫が消えたなら』を読んだ感想として、「私が明日死んでし
まうと分かったら、したい事は山ほどあってもなにも出来ない気がする」けれども、仲間や家族などの「大
切な人とすごしたい」と書いています。「明日世界が終わるとしたら何がしたいか」という究極の質問に対す
る答えを考え続けるのは、とても大切なことだと思います。なぜなら、今の自分にとって何が一番大切なの
かが見えてくるからです。

1S今岡さんの作品は、藤原正彦『国家の品格』の感想文です。奇しくも昨年末、相撲界の騒動で「品格」
という言葉が話題になりましたね。著者の主張をきちんと読み取り、それに対する自分の意見を堂々と述べ
ているところに好感が持てます。また、「国家の品格を担う立派な日本人として立っていたい」という結びに
も強い気概を感じました。ただし、著者の主張なのか今岡さんの意見なのか少々わかりにくい箇所がありま
すので、その点に気をつければもっとすぐれたものになったのではないかと思います。

1S本多さんは、塚本勝巳『うなぎ　一億年の謎を追う』を読みました。「世界のうなぎ博士」と呼ばれる著
者の著作から「うなぎ調査にかける姿勢や思い」と「『自分が好きなことを力いっぱいやり続ける』ことの大
切さ」を読み取り、「この本をこれからの私の教科書として大切に」すると結びます。感想文を読んだ私も、
情熱を持って取り組み続けることの大切さについて改めて考えさせられました。

1C吉田さんの作品は、村田沙耶香『コンビニ人間』の感想文です。おととし芥川賞を受賞した際、作者が
実際にコンビニでアルバイトを続けていることで話題になりましたね。タイトルの通り、吉田さんは本書を
読んで「普通ということ」について考察し、「普通とは一人一人の豊かな感性、すなわち個性をつぶす一つの
道具にもなりかねない」と「普通」の危険性に警鐘を鳴らします。文章を書き慣れているようですし、次年
度の応募作にも期待したいと思います。

つづいて、全体の印象を述べたいと思います。審査の最終段階に残った作品の中に、川村元気『世界から
猫が消えたなら』（2012）と、住野よる『君の膵臓を食べたい』（2015）を扱ったものが2つずつありました。
それぞれ最近映画化されたものですので（前者は昨年、後者は一昨年）、映画を観たことで原作に目を通そう
と思ったのではないかと推察します。個人的な話で恐縮ですが、私も映画を観てから原作を読んでみること
が少なくないので、みなさんに共感する次第です。ただし、夏目漱石や芥川龍之介、志賀直哉など、有名ど
ころの作品を扱ったものが入選作の中にほとんどなかったのは、少し残念でした。なお、読書感想文の提出
が義務ではない3年生から3編の力作が寄せられたこと、教科担当として非常に嬉しく思っています。今後、
3年生以上のみなさんからも応募が増えることを期待
します。

最後に、国語教員の立場から敢えて苦言を。入選作
においても、原稿用紙の使い方に間違いがかなりあり
ました。また、誤字や乱筆も少なくありません。そし
て、主述の不一致、係り受けや「てにをは」の誤りな
ども散見されました。今回は残念ながら最優秀賞の該
当作がありませんでしたが、それらの点も関係してい
ると思います。文章の構成を考えてから書き始め、推
敲し、清書してから提出するよう心がけましょう。
� （国語担当：千葉　幸一郎）
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『うなぎ　一億年の謎を追う』　　塚本　勝巳　著

私の教科書
　電子制御工学科1年　本多　　渉

私は、「うなぎ　一億年の謎を追う」という本を読

みました。この本の表紙にある一億年という、とて

も長い年月の中で何があったのだろうかと思ってい

る時に、土用の丑の日でうなぎを食べてやっぱりう

なぎと一億年がどのように関わっているのか知りた

いと思いました。これがこの本を選んだ理由です。

この本は、世界初のうなぎの産卵地点の特定など

「世界のうなぎ博士」と呼ばれている塚本先生がうな

ぎの調査を通じて、人が生きていく上で大切なこと

を教えてくれている本です。

この本を読んで、うなぎについて、たくさんのこ

とが分かりましたが、私がこの本を読むきっかけと

なった、うなぎと一億年との関係は、うなぎの起源が

一億年前ということでした。人間の起源よりもはる

か前に地球上に存在していたことに驚きました。う

なぎは、他にも犬のように鼻がきくことや、夜行性

ということなど、今まで考えもしなかったうなぎの

色々なことを教えてくれました。

この本を読んで、うなぎの知識以外にも色々教え

てもらったことがあります。

一つ目は、塚本先生のうなぎ調査にかける姿勢や

思いです。先生は、研究の中で、うなぎの習性はも

ちろんのこと、昔のうなぎ漁の方法や養殖方法・他

国のうなぎ研究内容など、非常に幅広くうなぎにつ

いて勉強し、調査しています。私は、今まで一つの

ことを調査する時に塚本先生のように広く深く調査

をしたことがありません。調査で分かったことをさ

らに深く追求する先生の姿勢は、今後、私が生きて

いく中で必要なことだと感じました。

さらに、結果が出ない期間が長い時も決してあきら

めること無く、何度も挑戦し、何度も考え、何度も調

査し、結果を分析し、また次の挑戦を行う姿勢に、物

事にねばり強く取り組む大切さを教えてもらいまし

た。また、その取り組みの中で、しっかり反省をし、

失敗を次の挑戦のチャンスに変えていることが、今の

私には、とても重要で必要なことだと思いました。

二つ目は、塚本先生が一番伝えたかったこと、「自

分が好きなことを力いっぱいやり続ける」ことです。

私は、今も力いっぱいやり続けようと思う好きなこ

とが見つかっていません。習い事や勉強や部活動も、

目標を立てて、それに向けて頑張ってきたつもりで

すが、力いっぱいやり続けたか？と聞かれると、はい

とは言えないです。なので、まず高専生の間に色々

なことに挑戦し、今後、心から好きなことを見つけ

る準備をしていきたいと思います。

夏休みにこの本を見つけた時に、始めは、うなぎ

についての疑問や一億年の意味など、うなぎの生体

がどのようなものなのかが、おもろしそうと感じて

読み始めましたが、実際に本を読むと、私がこれか

ら生きていく中で必要な、人生の手本がたくさん書

かれていました。私は、はっきりいって、物事にね

ばり強く取り組むことが苦手です。ねばり強く取り

組むことが大切であることは、頭では分かっていま

すが、実際に行ってみると、とても大変だと感じま

す。この本は、その大変な取り組みが、自分の好き

なことであれば、楽しく出来ることを気付かせてく

れました。予想外でしたが、夏休みに出会った、こ

の本をこれからの私の教科書として大切にし、まず

は、しっかりと自分が本当に好きなことを見つけて

いきたいと思います。

『国家の品格』　　　藤原　正彦　著

一人の日本人として
電子制御工学科1年　今岡　美杜

一つの正解を見い出すことが使命の数学者が「品

格」というある意味、それが形を成さないものにつ

いて何を述べるのか。非常に興味深い本である。

読書感想文入賞作品
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読書感想文入賞作品

日本は世界で唯一の「情緒と形のある文明」であ

る。国際化というアメリカ化に踊らされてきた日本人

は、この誇るべき「国柄」を長らく忘れてきた。論理

と合理性頼みの改革では、社会の荒廃を食い止める

ことはできない。今の日本に必要なのは、論理よりも

情緒であると筆者も述べている。先日の核禁止条約交

渉にも唯一の被爆国である日本は不参加という形を

とった。被爆者の情緒に寄り添うことよりも、核保有

国のアメリカの傘下に入り、もし戦争で何かあったら

助けてもらう事をアテにした論理的思考に走った。

本書の中でも、品格のある国家の指標を四つ挙げ

ている。「独立不羈」「高い道徳」「美しい田園」「天

才の輩出」である。一つ目の「独立不羈」は、文字

通り自らの意思に従って行動できる独立国というこ

とになるが、筆者は現在の日本の状況を非常に乱暴

な言葉で記している。「現在の日本はほとんどアメリ

カの植民地である」と。この本は二〇〇五年に発行さ

れたものだが、それから一二年の月日が流れた。筆者

に先見の明があったのか。それともあの頃も今も日

本がいつまでたっても変わらない国家体制の為、独

立国になれないのは必然であったのか。私には後者

のほうに思える。しかしながら私は、そう揶揄されな

がらでも世界を救うのは日本人だと思っている。「高

い道徳」は日頃の生活では意識していないが、外国

人には日本人は善徳や品性を生まれながらに持って

いると言われている。「美しい田園」も経済原理だけ

でなく祖国愛に繋がるバロメーターであり、各地で

美しい情景を見せてくれている。「天才の輩出」につ

いても、学問、芸術、文化など各方面で老若男女問

わず可能にしている。であれば、筆者のいう「品格

のある国家」になるには十分な要素がある。

だが、私の意見とは全く別のことを筆者は述べて

いる。この四つの指標についても「以前は持ち合わ

せていたが、最近では市場経済によりはこびった金

銭至上主義に徹底的に痛めつけられ、野蛮な諸外国

に荒らされてしまった」と締めくくっているのだ。こ

れを警鐘とし国民を奮い立たせる意図があるのは理

解できるが、次への階段を上るとき、自分の置かれ

た状況を卑下するだけでなく、客観的に見つめ冷静

に判断することが何より必要ではないか。日本の品

格を守るより、豊かにするためには国民一人一人の

力が必要だ。では、今の私に何ができるのか。今何

不自由なく勉学をする環境を与えられているのは世

界的に見てもありがたいことだと思わないといけな

い。しかも、自分の好きな道を歩み続け、最先端の

技術を学ぶことができている。私は奈良高専に入学

し、将来は技術者もしくは研究者になりたいと考え

ている。それが実現したならば、その成果を日本はも

とより世界へ発信していきたいと考えるだろう。そ

の時私は、国家の品格を担う立派な日本人としてそ

の場に立っていたいと思う。

図書館の本は大事に扱いましょう
時々、付箋が付いたままだったり、中に書き込みがしてあったりする専門書が返却されます。誰か他

の人が貸してくれた本に、付箋を付けたまま返しますか？中に書き込みをしますか？図書館の本は、あ
くまで借り物です。皆の本です。そのことを分かったうえで利用してください。

図書館では静かにしましょう
小声で勉強を教え合うのは構いませんが、時々大きな私語や笑い声が聞こえます。しばらく続くよう

であれば、注意しに行きます。息抜きでちょっとお喋りしたい気持ちは分かります。でも、静かな館内
に、貴方たちだけの声が響き渡っていませんか？貴方が一人で勉強している時、うるさくしている人た
ちに苛々したことはありませんか？一人一人が気を付けましょう。

返却期限を守ってください
期限内に読み切れなかった本（雑誌）は、他の人に予約されていなければ返

却期限を延長することができます。手続きをせず、そのままズルズルと借り続
けることはやめましょう。図書の延滞があると、新たな貸し出しはできません。

図
書
館
の
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
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『コンビニ人間』　　　村田 　沙耶香　　著

「コンビニ人間」から学ぶ
「普通」ということ

物質化学工学科1年　𠮷田　七唯

僕は、「コンビニ人間」という本を読んだ。この本

は芥川賞を受賞したことのあるもので表現が非常に

面白いと思った。そして、題名にもあるように「普

通」とは何かということを考えさせられた。自分が

考える普通、話し相手が考える普通、社会が考える

普通、これらが一致することもあればしないことも

ある。この時もし自分が少数派ならば自分は「おか

しい」や「異常」と周りから言われることになる。

また、自分が逆の立場なら相手をそのように考えて

しまうのは人間の心理かもしれない。このようなこ

とがこの作品の中には上手く表現されている。あら

すじは、大学生となった主人公の古倉恵子がたまた

ま通りかかったコンビニでバイトを始め、それ以来

十八年間ものあいだコンビニに勤めた。しかし、ある

日入ってきたバイトの男性の白羽と出会い、そこか

ら人生が変わる、といったような流れだ。主人公の

恵子は幼少の頃からおかしいと周りから言われ続け

てきた。具体的な例を出すと、幼稚園の頃に公園で

小鳥が死んでいた。周りの子どもたちは可哀想だか

らお墓を作って埋めてあげようと言っている中、恵

子だけは焼き鳥にして食べようと言った。当然周り

の人たちは驚くだろうが恵子にとってはこれが「普

通」なのである。むしろ僕も幼少の頃にこの考え方

ができるのはある意味天才だと思う。今でこそ物事

を多面的に捉え、違うアプローチではどうなるのか

などと考えられるようになったが、この頃の僕はご

く一般的なアプローチの仕方しか出来なかった。こ

れが社会的に見た「普通」なのである。それに比べ

て恵子はアプローチの方法が少し違うだけで周りか

らおかしいと批難されるのである。このように、「普

通」と「異常」の差は紙一重なのだ。だが人々は自

分とは違う、社会と違うと言って普通に戻させよう

とする。現に恵子も学生時代は余計なことには手を

出さず、ひっそりと生きていた。それからコンビニ

でバイトを始め、筆者の言葉を借りるなら「コンビ

ニは強制的に正常化される場所」のコンビニにいて

建前上で正常化、つまり社会の考え、ごく一般的な

考えを持つようになった。正常化された恵子であっ

たがあることをきっかけにそのバリアが破られるこ

とになる。それは白羽と同棲し始めたことだ。これ

は恋人という訳でなく、こちらの方が便利と考えて

同棲を始めた。バイトを辞めさせられ行く当ての無

かった白羽を恵子が拾ってあげたという具合だ。こ

こでもまた周りの人から「おかしい」と批難される

ことになる。便利という事だけで男性と一緒に住む

のは「おかしい」と恵子の妹は言った。「どうすれば

「普通」になるの？いつまで我慢すればいいの？」と

恵子は妹に言われた。僕の主観的な意見だがこのよ

うなことは良くないと思う。確かに「おかしい」、「普

通」ではない、そうかもしれないがそれを一つ視点

を変えて考えるべきだと思う。すなわち、「個性を殺

している」と考えるとどうだろう。一人一人の豊か

な感性を普通ではないという理由で潰している、そ

れこそ最もいけないことだと僕は思う。

コンビニ人間を読んで「普通」という事への考え方

が少し変わった。普通とは一人一人の豊かな感性、個

性を潰す一つの道具に成りかねないと僕は思った。

『正義の証明（上・下）』　　森村　誠一　　著

正義とはなにか
機械工学科2年　橋口　　司

今回私が読んだのは、「正義の証明（上・下）」で

ある。なぜこの本を選んだのかというと、図書館で

読書感想文のために本を探していた時、ふと目に留

まりあらすじを読んだところ「これだ！」と感じたか

らだ。私が惹かれたあらすじの文はこうだ。

" 彼はある日、「私刑人」と名乗る謎の人物に襲わ

れる。社会的に批判を浴びる人物に、法に代わって
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天誅を加える「私刑人」とは？ "

法には触れていないが、社会から批判されている

人物を殺す私刑人。彼は凄腕の狙撃手で易々と人を

殺していく。本書はそんな私刑人と警察の闘いを通

じて"法に庇護されなかった弱者と、権力との壮絶な

闘いを描く"ミステリーだった。読み終わり、またあ

らすじを読んだ時にも思ったことがある。それは今

の時代SNSを使えば、誰でも「私刑人」になれると

いうことだ。私刑人になれるとは言っても、実際に

人が殺せるわけではない。しかし、社会的に「殺す」

ことは可能なのではないだろうか。Twitter・LINE・

Instagram、高校生がよく使うSNSと言えばこのあ

たりだろうか。私は主にTwitterを使用しているの

だが、例えば少し前にあった「WBCでの山田哲人選

手のホームランボールをスタンドに入る前にキャッ

チしてしまった少年」の話。彼はそのボールを取っ

た写真をTwitterに掲載したのだ。するとどうだろ

う。瞬く間に拡散され、普段なら野球の話題を見る

ことがない私のタイムライン上でもその写真を見る

ことが出来た。まあここまではTwitterではよく見ら

れる反応である。しかし問題なのはこの次だ。なん

と約5 分後には所属中学校と名前を特定する者が現

れ、さらに約30分後には住所を特定する者まで現れ

たのだ。（この情報はどちらもデマであるというのが

現在の通説である。）

これこそSNSにおける「私刑人」ではないだろう

か。確かに、WBCという大舞台でホームランボール

をスタンドに入る前に取ってしまったことは、野球

ファンからすれば怒りが湧くのも当然だろう。しか

し、法には触れていない。実際の処罰は、厳重注意

とその球場への今後一切の立ち入り禁止だけだった

そうだ。そんな少年の個人情報を、画面の向こうに

いる人の誤った正義や怒りだけでSNS上で拡散して

も本当によいのだろうか。それは物語の「私刑人」と

同じく、個人の正義で天誅を下しているだけなのだ

と感じる。この例はあくまで一例だが、このように

現代においてはSNSを使うことによって誰でも「私

刑人」になることが出来るのだと思う。私たちはそ

れを自覚し、相応のリテラシーを持ってSNSを使用

し、個人の正義で行動するのではなく、分別をわき

まえて行動するべきだと感じた。

『斜陽』　　　太宰　　治　　著　　

人間の滅びの美しさ
物質化学工学科2年　栗原　悠花

私が読んだ「斜陽」という小説は、華族に生まれ

た主人公のかず子、最後の貴婦人の誇りを胸に、結

核で弱っていくかず子の母、戦時中に行方不明とな

り、麻薬中毒となって帰ってきたかず子の弟である

直治、無頼な生活を送る小説家の上原の四人が、戦

後の動乱の時代を生き、美しく滅んでいく様子を描

いたものです。私はこの小説を読んで、特に印象に

残った場面が二つあります。一つ目は、かず子の母

が結核で弱り、亡くなった場面です。顔色などは変

わらず、呼吸がいつ絶えたのかもはっきりと分から

ないくらい静かに旅立ち、その顔は少し微笑みを含

んでいるように見えたという様子は、人が亡くなっ

たという場面であるのに、とても美しく感じました。

とても不思議な気分になりましたが、かず子も同じ

気分になったのではないかと私は考えています。か

ず子の母は、日本で最後の貴婦人と呼ばれるに値す

る最期だったのだろうと私は思いました。二つ目は、

かず子の弟である直治の遺書です。戦場でアヘン中

毒となって帰ってきた直治は、家に帰ってからも家

のお金を持ち出しては東京へ行き、荒れ果てた生活

を送っていました。母は病気にかかり、家のお金は

底をつき始めているといった、とても大変な時に、直

治は遊んでばかりで、私が初めに感じた印象は非常

に悪いものでした。そんな私にとって、直治が自殺

したというのはとても意外なことで、驚きました。直

治の遺書の内容は、生きていなければならない理由

が分からないこと、民衆への憧れを抱いていたが、

民衆になりきれずに思い悩んだこと、上原の奥さん
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にずっと恋心を抱いていたことなどでした。遊んで

いるだけだと思っていた直治が、多くのことで悩み、

それを誰かに打ち明けることもできず、ただ一人で

苦しみ続けていたことを知り、心がとても痛くなりま

した。もし、直治が誰かに心の内を明かすことがで

きたのであれば、もっと違った未来、命を絶たずに

済んだ未来があったのだろうかと考えると、とても

辛くなりました。私がこの小説で特に注目したこと

は、かず子の前向きで、自分に正直な性格です。没

落華族となり、家を売り払って伊豆の別荘に住むこ

とになってしまっても、明るく生き、地下足袋を履い

て農業をすることも嫌がらず、それどころか気楽だ

と考えていて、自分がどんな状況になっても、前向

きに生きているんだなと考えました。また、上原と

いう妻子持ちの男性でも、好きだからと手紙を送り、

会いにまで行くといった行動力は、自分の気持ちに

嘘をつかず、正直でいた結果なのだろうと私は思い

ました。私は、かず子のような性格ではありません。

かず子は、私よりも何倍も人生を楽しんでいるのだ

ろうと想像すると、私もかず子のような性格になり

たいと思いました。

かず子、かず子の母、直治、上原は四者四様の滅

び方をしていきました。私は、どれも美しく滅んで

いったと思います。私にとって「斜陽」は、永遠に

心に残るものだと思います。

『世界から猫が消えたなら』　　　川村　元気　　著

世界から消えたなら
	 物質化学工学科2年　竹本　奈菜

この物語は、余命宣告された主人公に悪魔と名乗

るものが現れ世界から何か一つ消すことで命を1日

延ばすことが出来ると伝えることからはじまる。し

かし、消すものは悪魔が決める。この小説では「何

かを得るためには何かを失わなければならない。」と

いう言葉が多く出てくる。主人公にとってそれは1日

の命を得るために世界からあるものを失くしていく

ことだった。またあるものをなくす時、最後に一度

だけそれを使うことが出来る。その時に主人公は自

分の本当に大切なものに気づいていくことになる。

一つ目は、世界から電話が消えたなら。消される

前に主人公は最後に1度だけ電話を使うことが出来

た。ここで主人公は1人の女性に電話をかけた。こ

の女性は主人公にとって電話との繋がりが深い人で

あった。人見知りの主人公とって声だけで会話が出

来る電話は大切な会話手段だったんだと思う。私も

電話が世界から消えた時を考えてみた。私は会話の

手段としてだけでなく音楽を聴いたりSNSを利用し

たりと1日の多くの時間を携帯電話に使っていると

思った。しかし、逆に考えると電話というものに縛

られているともいえる。無くなったとしたら、1日の

時間を有意義に使えるんだろうなと思った。

次に世界から映画が消えたなら。映画は主人公に

とって1番の趣味であり、大切な友達との青春の思

い出でもあった。私も趣味が無くなった時を考えて

みた。趣味が無くなってしまうことは、趣味を楽し

んだ仲間や家族との思い出まで無くなってしまうこ

とである。これを無くしてしまうのは辛いことだと思

う。主人公は映画が無くなることで、父や母と初め

て映画を見た時のことを思い出した。主人公にとっ

ては大切な思い出を思い出す機会になったともいえ

る。

そして最後、世界から猫が消えたなら。普通の人と

しては、自分の命より大切であると考えることはあ

まり無いかもしれない。しかし主人公にとって猫は

自分の幼い時から一緒に暮らしてきた家族であり亡

くなった母がとても大切にしていた存在であった。

なので主人公は消すことが出来なかった。私も世界

から猫が消えることを考えてみた。私は昔から犬を

飼っている。この点はすごく主人公の立場と似てい

ると思った。なので私も自分の命と引き換えに存在

を消すことはできないと思う。なぜなら動物（猫）は

人間の心を癒してくれる存在だからである。心を癒

すというのは誰でも出来ることではない。なので私
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はそこまでして生き続けたいとは思わないと思う。

猫を消すことをやめた主人公は、世界から自分が消

えることになる。主人公は長い間連絡を取っていな

かった父に会いに行くことにした。私が明日死んで

しまうと分かったら、したい事は山ほどあっても何

も出来ない気がする。世界から色々なものを消して

いく中で主人公はゆっくりと自分の余命と向き合う

ことが出来たのではないかと思う。

この小説を読んで自分だったらどうするだろうと

考えることが出来た。一見、ありえないように思うが

中身を読んでみると身近に感じる内容だった。私は

いつ終わるかわからない毎日を今まで以上に大切に

過ごしていくべきだと改めて考えさせられました。

『災神』　　　江島　　周　　著

人が共に立ち上がるとき
機械工学科3年　末永　共助

東日本大震災、熊本地震、九州地方の豪雨による

水害。日本はこの近年の間だけでも、多くの大災害

に見舞われている。その度に、多くの人は「日本は

復活できるのか…？」と、大きな不安に駆られたこ

とだと思う。特に、現地の様子、惨状を目の当たり

にした人からすると、「最早、再建は不可能だろう」

と感じたとしても無理はないと思う。しかし、その

ような大災害に見舞われても、日本はいつも、立ち

直ってきた。確かに、完全な復興とは到底言い難い

と思うし、被災された方々の傷は、そう簡単には拭

えないだろうと思う。けれど、それでも日本の人々

は、力強く立ち上がり続けてきた。

「災神」。この本は、僕に大きな衝撃を与えた。

舞台は出雲。海から突如現れた、蛇のような巨大

生物、ミズチ。それは出雲を跡形もなく粉砕し、人

類を根絶しようとする。そして、出雲の緊急事態を

知った政府は、自衛隊に出動命令を出す。その中に、

自衛官候補生の新野陸士がいたのだ。彼は、高校卒

業後、自衛官候補生になり、二年の訓練期間の後、

元自衛隊所属という肩書きを手に、転職をしようと

考えていた人物だ。つまるところ、彼には日本のた

めに命をかける気は、毛頭ない。その彼に、出雲へ

の出動命令が下ったのだ。最早、自分の運命を呪う

ことしかできなくなった彼だったが、現地で数人の

生存者と出会うことで、少しずつ変わっていく。最

後には、ミズチと一対一で対峙し、心の中で、こう

言った。「俺たちは、お前に負けたりはしない」

彼に力を与えたのは、ツイッターに日本全国から

寄せられた、激励の言葉だった。単なる言葉が、ど

れほど力をもっているか、僕も知ることができたと

思う。人と人とのつながりの温もり、そして、その

大切さを学ぶことができた作品だった。

この物語の最後で、主人公の新野陸士は、あの時

の俺は、血管の中が沸騰しているみたいに興奮して

いた。自分を犠牲にして戦った人々の心に触れ、俺

たちを救おうとする人々の言葉に触れ、熱い気持ち

に突き動かされて行動した。だが、この気持ちはや

がて風化するだろう。出会った悲劇の痛みを忘れ、

心の熱量が下がり、あの時の決断を後悔する日さえ

やって来るかもしれない。と言っている。そう、悲劇

の記憶は、関係者以外忘れてしまうものなのかもし

れないのだ。だからこそ、僕は記憶に留めたいと思

う。例え、直接自分が被害にあっていなくとも、ど

こかで苦しみ、闘い、そして乗り越えようとしてい

る人々が、今もいることを。綺麗事かもしれないが、

それが、「共に立ち上がる」ということだろう。そう

してやっと、言えるのだ。

「俺たちは、お前に負けたりはしない」　　と。
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学生図書委員会 活動報告ほか

図書委員会の1年を振り返って� 4C　山下　貴央

今年度図書委員長を務めました4年物質化学工学科の山下です。今回の執筆にあたって今年度の

活動について報告と振り返りを書きます。

今年度も図書委員会ではブックハンティング・広報プロジェクト・雑誌入れ替えプロジェクト・

メディアコンペティション・そして読書週間を行いました。ブックハンティングの報告はここで行

い、他の活動報告は各プロジェクトリーダーが執筆した活動報告を見てくれたら幸いです。

今年度のブックハンティングは例年通り6月と11月に開催を予定していましたが、諸般の事情で

11月開催が中止となり、年1回の開催となりました。なお、11月のブックハンティングで購入予定

だった本については後日図書館の方が発注して下さったので、非常に感謝しています。今年のブッ

クハンティングも昨年度と同様に各クラスで希望があった図書だけでなく、図書委員がオススメす

る本も購入しました。また、中には読書週間として展示も行いました。

図書委員長として今年度は特に『昨年度よりも各プロジェクトをより良いものにし、図書館を使

う学生が「図書館を利用して良かった」といえるような作りにしよう』という信念でやってまいり

ました。実際に雑誌入れ替えプロジェクトでは、図書館を利用する方の意見を反映させました。ま

た図書館とは関係ないですが、メディアコンペティションでは各出展団体が『出展して良かった』

と言えるような作りに変え、来客者が満足できるような環境作りに変えました。さらに、図書館で

は今年から本の貸し出しの福袋企画（中身は秘密）を始めました。さらには、図書委員の広報の一

環として公式 Twitter を始めました。そして今年度の方針の集大成としてこの 4 月から入学する新

入生の学習をサポートできるように『春の読書週間』というのを4月に新たに開催しようと思いま

す。これは、従来秋に行われる読書週間のように、図書委員で決めたテーマに基づいた本展示する

という形でやっていますが、それに加えて、このシーズンが入学シーズンということで図書委員の

経験談が詰まった学習参考書や関連本を新入生向けに紹介しようと思います。このプロジェクトが

果たして吉と出るか凶とでるか分かりません。しかし、僕が言いたいのは「何事も失敗を恐れずに

やってみる」ということです。

図書委員会はこの4年間でプロジェクトの活動方針が色々変わりました。中には僕が図書副委員

長を務めた2年生時に変わったものもあります。これらは全て図書館をより良いものにするための

投資だと思います。来年度以降も後輩たちがこの伝統を受け継いでくれたらと思います。

色々書きたいことがありましたが、字数が多いのでこれくらいにします。プロジェクトリーダー

の方、今年度お疲れ様！そして、田中君と末永君、後期に小野君の仕事の後を引き継いでくれてあ

りがとう！そして、図書委員のみんな、今年の図書委員会を支えてくれてありがとう！

そして、最後に今年の図書委員会のサポートをしてくれた北村先生・谷様・植山様に感謝申し上

げてこの執筆を終えようと思います。
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雑誌プロジェクトリーダー感想� 4I　礒野　　寛

去年から雑誌プロジェクトにはかかわっていたのですが、今年度はプロジェクトリーダーをする

こととなりました。今年度の雑誌プロジェクトでは、去年と同じように早い時期から準備すること

を心掛けました。実施時期は 1 月～ 2 月ごろですが、夏休み明けから投票箱を作成し、アンケート

の作成にもとりかかりました。また、10 月ごろには入れ替える雑誌の候補を募るなどしてきまし

た。

去年の経験はありましたが、余裕をもって準備を進めてきたので、実際に企画を実行する段階も

順調に進めることができました。

この雑誌プロジェクトのリーダーを務めて、リーダーという役職の大変さを知ることができまし

た。

例えば、学校行事や自分の予定、実験の予定の中からプロジェクトのメンバーが集まりやすそう

な日を探したり、そのための準備を先生と協力して用意したりとしなければならないことが思った

よりも多いことに驚きました。

また、大勢で話し合って物事の解決にあたると、より良い案が出ることも学ぶことができました。

投票箱をメンバーと作る際に、自分が当初思っていた箱の作り方よりももっと良い意見をプロジェ

クトメンバーが出してくれたので、投票箱は自分が思っていたものよりも良いものとなりました。

そのことから、大勢で意見を出し合って物事に取り組むのは大切であると感じました。

今回の雑誌プロジェクトの活動を通して、長期のプロジェクトのスケジュール管理を体験するこ

とができ、貴重な体験をすることができました。また , プロジェクトメンバー及び先生方、図書館

の職員さんにもご協力いただき、円滑にスケジュールをこなすことができました。この場を借りて

お礼をも押し上げます。

図書委員会では、雑誌プロジェクトの他にも様々なプロジェクトが図書館をより良いものにしよ

うと頑張っています。専門書から小説まで様々な本がそろっていますので、皆さんもぜひ図書館を

利用してください。
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読書週間プロジェクト活動報告� 4S　芝脇　智将

こんにちは。今年度読書週間プロジェクトの代表をさせていただきました、電子制御工学科 4 年

の芝脇です。読書週間プロジェクトは今年度が初任ではありますが、慣れないながら皆さんの助け

もあり務めさせていただきました。

読書週間プロジェクトとは、毎年 10 月に図書館で行われる「読書週間」イベントとその展示に

関する準備等をおこなうプロジェクトです。

読書週間では、学生が選書した本を、学生によるおすすめレビューと共に飾り付けた上で展示し

ます。また同時にアンケートを実施して、図書館の利用状況や学生の好みなどを集計して図書委員

会の今後の活動に役立てるために活用しております。

今年度は昨年に引き続きテーマを絞らない、自由選書形の読書週間とすることにしました。学生

それぞれの「本当の」おすすめを選ぶために、6 月のブックハンティングで 1 人 1 冊おすすめの本

を購入してもらい、夏休み明けまでにそれぞれおすすめレビューを書いて送ってもらう形にしまし

た。今年度はそれぞれ十人十色と言うに相応しい選書で、レビューも興味深いものとなっており、

自由選書にして良かったと個人的には思っております。

しかしながら今年度はレビューの集計に手間取る形となり、10月に予定していた読書週間が試験

を挟んだ 11 月にずれ込む形となってしまいました。しかし読書週間プロジェクトの皆さんの協力

もあり、おすすめレビューポップや展示の飾り付けを地道に進めていくことで無事に読書週間を終

えることができました。今回実施したアンケートに関しては、回答数が少なめではありましたが、

今後の改善に役立てていきたいと思います。

今年度の活動報告は以上となります。来年度以降も担当者を変えながらも読書週間は開催いたし

ますので、興味のある方は是非図書館に足を運んでいただけると幸いです。

図書委員会では読書週間プロジェクト以外にも雑誌入替プロジェクトなどのプロジェクトも実

施しておりますので、もし興味がある方は最寄りの図書委員ないしは図書館で伺っていただけると

幸いです。
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メディアコンペティション表彰グループより

学生チャレンジプロジェクト　テキサンレストアプロジェクト
機械工学科 1 年　　高橋　幸輝
電気工学科 4 年　　中尾　翔也
機械工学科 3 年　　三部　竜太郎
機械工学科 3 年　　末永　共助
機械工学科 3 年　　藤井　惇平
電気工学科 2 年　　上谷　仁亮
電気工学科 2 年　　松村　尚太
機械工学科 1 年　　星田　大貴

皆さんは、奈良高専にある飛行機の名前をご存知でしょうか？あの飛行機は、「零戦」ではなく、「T-6　テキサ
ン」といいます。さて、私たちテキサンレストアプロジェクトのメンバーは、この「テキサン」の修理を目標として
活動しています。「修理」と言っても簡単にはいかず、今年は機体の調査をし、報告書を作成する、というスタンス
で取り組んでいます。やはり年月が経過しているので状態は良くありませんが、それでも実際に機体に触れること
で、分かることがたくさんあります。例えば、コックピットの中に入ってみると、実際に翼の一部を動かすレバーが
あったり、飛行機を動かすスターターがあったり、さらには無線機まで見つかりました。また、外から見てみると、
タイヤの傷み具合や窓ガラスの破損などが一目瞭然です。さらに、調査の過程で、内部のピストンとシリンダの様
子を見るため、ファイバースコープ（内視鏡）を入れてみると、とてもこれだけの年月が経ったとは思えない、美し
い状態のピストンとシリンダを見ることができました。このように、普段なかなか近づいて見ないため気づかなかっ
たテキサンの魅力や様子がよく分かり、とても興味深い体験ができています。

このプロジェクトを行うに当たって、奈良高専のOBの方々にもご尽力いただき、お話を伺う機会もありましたが、
その中で、このテキサンが過去にも修理されてきたことが分かりました。今の銀色の塗装も、私たちの先輩の手に
よるものです。様々な方たちの思いが詰まっているこの飛行機を、今度は自分たちの手で直せないだろうか、そん
な思いで活動しています。

ロボコンプロジェクト　高専ロボコンチーム
こんにちは。ロボコンプロジェクトです。
ロボコンプロジェクトでは、NHKが主催している「アイデア対決！全国高等専門学校ロボットコンテスト」に参加し

ているプロジェクトです。大会の様子をテレビで放送したり、ネットで中継したりしているので目にしたことがある方も
おられるかもしれません。ロボコンプロジェクトでは、1年間を通じてロボットの製作に取り組んでいます。高専ロボコ
ンのルールが発表される4月後半から、地区大会および全国大会が開催される10月、11月までは高専ロボコンのロボッ
ト製作を行っています。12月から4月までは,次の高専ロボコンのために、各自の技術を高めたり、新たな技術に挑戦し
たりするオフシーズンの活動となります。下級生は、このオフシーズンに近畿地区の高専が合同で行っている、合同ロ
ボットコンテストに参加しています。なので、一年生でも自分たちが主体となって作ったロボットで大会に参加すること
ができます。プロジェクトのメンバーは、主にロボットの機構などを製作する機械班、もしくはロボットの制御を行う回
路とプログラムを製作する回路班の二つに分かれて活動を行います。 班分けは、例年入部年度のオフシーズンに、各
メンバーの興味に応じて自由に決めてもらっています。 なお、入部年度のオンシーズンは、この班を決めるために両班
の作業を手伝ったりしています。実際にロボットを作成するにあたって様々な知識が必要となりますが、はじめは誰も
が初心者です。入部してからオフシーズンに突入するまでの約半年間、先輩
に教えられながらどんどんと知識を身につけることができます。ロボット作
製を通じて授業を先取りして専門知識を身につけることができます。さらに、
身につけた知識を実際に使用し、本格的な開発を行える活動はロボコンをお
いて他にないと思っています。体験入学の部活見学や、メディアコンペティ
ション、イベントの出店など広報活動も行っておりますので、このロボコンプ
ロジェクトのことをもっと知っていただければ幸いです。

T-6 テキサン テキサンのコクピットの様子

⇒　続きは裏表紙（16ページ）へ



学生チャレンジプロジェクト　弁当は奈良を救う
〜奈良県民の高専女子による奈良の為の弁当〜

編　集　後　記
図書館だより75号に記事を寄稿頂きましてありがとうござ

いました。改めて、お礼申し上げます。来年度は大幅な組織改

編が行われますが、ますます活発な図書館を目指して様々なイ

ベント等を行う予定です。ご期待下さい。

今後ともどうぞよろしくお願いします。� （図書館）

メディアコンペティション表彰グループより

このプロジェクトは、女子寮生である私たち6人で活動しています。寮生
なので24時間、いつでもチームで話し合うことができます。また生活を共
にして4年目なので、本音でディスカッションすることも出来ます。以上の
ことから私たちのチームならば、事業計画をブラッシュアップすることが出
来るのではないかと考え、このプロジェクトをスタートさせました。

私たちは、高専3年次に政治経済の授業で奈良の地域創生について学び、
奈良を元気にする事業について奈良中央信用金庫の方々のご指導の下、事
業計画書をかき上げました。

その経験をもとに、奈良県の地域創生に貢献しよう！ということで、奈良
県企業 3 社（広陵化学工業株式会社・フルックスグループ・株式会社品川工業所）に協力していただき
奈良県らしいお弁当を製造・販売することを目指しています。

メンバーが全員女子で大学生の年齢であることから、お弁当のテーマのひとつとして「SNS映えするお
弁当」を掲げてきました。見た目の良いお弁当を作ることで奈良に若年層の観光客を増やします。また、ハ
イキングやサイクリング時に持ち運びがしやすい水筒型で、一見ガラスのようなプラスチックを用いてお弁
当の中身を見えるようにすることによって、思わず写真が取りたくなるようなお弁当を考案しました。さら
に、奈良県の市町村ごとの特産を詰めた小さいお弁当を用意することを考えています。購入者には、好き
なお弁当を数個選んでもらい、それを筒に入れて販売します。そうすることで、消費者の好き嫌いに対応
し、奈良県の各市町村の特産を知ってもらいます。

どのようなお弁当が求められているか？の研究も行いました。JTBの調査によると若い女性の7割はお土
産を必ず持って帰るそうです。そのことからお弁当箱を持ち帰ることができ、小物入れなどとして再利用
できるものにしました。そして、プラスチック製のお弁当箱にすることで奈良県のプラスチック産業をさら
に活性化させます。また、奈良県企業3社への工場見学と、アンケート等の実地調査も行いました。高専
祭（文化祭）にてアンケートを配布し、お弁当のニーズを調べることで、実現性があり、世の中のニーズに
あったお弁当を作ることが出来たと思います。アンケート結果を参考にして、より細かい点まで設定して、
今回の提案を作成しました。お弁当の価格計算も行っており現実的かつ理想的になったと思います。

〒 639-1080　大和郡山市矢田町 22
TEL 0743-55-6015
URL https://www.nara-k.ac.jp/nnct-library/

奈良工業高等専門学校　図書館

⇒　続きは前ページ（15ページ）へ


